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本論文には p 地面l可J近における霧水量の乱流拡散と p その立」場品からみた雛形林のl防功5霧葬効 l

I取111.り扱われている。内本はJくのごとく 3 章に分れている。

第 1 '4主序

第 I 章霧水量のÆiU拡散について

!i 1. 霧水量の垂直分干jîの時間的変化

!i 2. 下}音大気r[tの霧;J(量の垂直分布をあらめす式

!i 3. 地面の主Il犯する霧水量と，地表面からど，.気への熱の拡散

第 E幸雄形林の防霧効県

S 4. 雛形林のぶ!?後における霧水量の垂直分千li

S 5. 雛形林の湯水柿J足量および、その背後にできる蒜のうすい空間について

すなわち p われわれは p 繋ffi 気球þ}J霧水量計(防白髪材、の研究一弟2 輯， 1952年発行 185JD

を川いて霧水量の垂直分干jîを，気i慌の垂直分布および:J:I!J.ry，可への湯水の拡散量と同時に観測し，

弐のような結果を得た。

海水の垂直分布l'土， :.，援を運んでくる風の子JtJ風辿のE芭分布と，地面附近に存在する温度の

丑也分布とによって与えられる。それ故断熱、大気では，霧水量の垂直分布は対数分ギlîになり，

n '[1 ，地表温度が気地上り rt:Jい場合は霧水量は対数分布で与えられる場合よりもi成少し逆転の

場合は増加!の可能性を生やる。

またp 詰1m;林のf交流の方に生やる1-Wのうすい g:~I出土， 1::1 r[ 1 1土蒸発のため大きく拡がるが夜間

では. J.民が弱くなる範囲とあまり大会がない。詳細は低温科学第 11 )1叫に発去の予定。
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